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本日は元浦和西警察署長の丸川様に卓話をいただきます。警察の

お仕事と言うのも大変過酷な仕事であると思います。まず、第一

には市民の安全、地域の安全を守るという事と、災害が起きた時

や交通の安全を守るという事も重要であります。月曜のように突

然の大雪など突発して起こる事態に対しては敏速な対応をしなけ

ればなりませんので、お休みはあるとは思いますが、24時間365

日気持ちの休まる時はあまり無いのではないかと拝察いたします

。まさにロータリーの職業奉仕の精神、仕事を通じた奉仕の最た

るものではないかと思います。そういった面では前に卓話をいた

だきました、東京消防庁の方と同じように、大変な面は多々ある

とは思いますが、反面、感謝をされることも数多くあると思いま

す。

そこで、これはその時のブックマークとして「日常語に含まれて

いる大切な仏教思想」という事で「ありがとう」「おかげさま」

「すみません」という三つの言葉を紹介させて頂きました。そし

て、この仏教思想の言葉はあと三つありまして、先の三つとは違

いどちらかと言うと食事に関して使われる言葉ですが、同じ感謝

を表す言葉という事でこの機会に紹介をさせて頂きます。

まず、おさらいとして「ありがとうは」私たちが生きていく上で

は天地自然の恵や、他の人の支えがあって生きていけるので、そ

うした全ての事に感謝することが大切であること、「おかげさま

」は正しく陰の力によって助けられて生きていけるということ、

そして「すみません」もそういった謙虚な心が必要ということで

、正に丸川様のような警察の方のお蔭で私たちは安全に生きてい

けるという感謝の心を持たなくてはいけないと思います。

　そして残りの三つ、まずは「もったいない」です。数年前ケニ

アの環境保護活動家が「もったいない」の考えを世界中に発信し

実践していくべきだと演説したことから世界でも注目を浴びたと

いう事がありました。

会長あいさつ
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大塚崇行　会長

行事予定

　　３月３日　　卓話

　　３月１０日　外部例会

　　　　　　　 （例会場・時間変更）

　　３月１７日　結婚・誕生祝い

　　　　　　　 （時間変更）

　　３月３１日　定款の規定により休会
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■大塚会長　元浦和西警察署長丸川様、卓話ありがとうございます。

■名取副会長　丸川様卓話ありがとうございます。

■島村幹事　丸川様卓話ありがとうございます。

■須田会員　卓話ありがとうございます。

■吉川会員　丸川様卓話ありがとうございます。

■小林会員　卓話ありがとうございます。

■武重会員　丸川様卓話ありがとうございます。

■岡野会員　卓話感謝

■渡邉会員　卓話ありがとうございます。

■齋藤（博）会員　パストガバナー卓話ありがとうございました。

■野瀬会員　卓話ありがとうございます。

神田会員　沼尻会員　井上（清）会員　齋藤（重）会員

齋藤（哲）会員

非常に埼玉県警察は頑張っていると思います。

　私も山形の田舎から出てきて埼玉県警に勤務させ

ていただきました。

　これも今はなき両親に感謝をしています。現在は

島村工業にお世話になっております。

　ひとつ今後ともよろしくお願いを申し上げまして

本日のスピーチを終わりにしたいと思います。あり

がとうございました。

丸川様　卓話ありがとうございました。
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島村健幹事

◆3月3日の職業奉仕研修会の締切りが本日までと  

　なっております。出欠のご連絡よろしくお願い

　します。

幹　事　報　告

卓　話卓　話

◆4月6日第5グループの親睦ゴルフまた同時開催

　の上尾ロータリークラブのゴルフコンペの出欠

　につきましては今月28日までにご連絡よろしく

　お願いします。

「もったい」(勿体)はそもそもの体という事で

、「もったいない」はそもそもの体というもの

は無いという、仏教の無我の思想を表現した言

葉です。もともと自分のものと言うものは無く

て、全てが与えられたものですので大切にして

いきましょうという事であります。

　次が「いただきます」です。「頂戴します」

とも言いますが、いただくとは「頂き」のこと

で、頭ということです。頂戴は頭に載せるとい

う事で、インドでは尊敬する人や感謝の意をこ

めた時に、相手の足を自分の頭上にささげる行

為をします。僧侶も仏様を礼拝するときに、五

体投地の礼拝と言って自分の体を大地に伏して

仏様の足を頭上に拝みます。この「いただきま

す」は一般的には食事の時の作法で使いますの

で、私たちは他の生物の命を取り入れないと生

きていけませので、あなたの尊い命を頂きます

と「お詫び」をしながら食事をしましょうと言

う事であります。

　最後が「ご馳走さま」です。このご馳走さま

の「馳」は馬に乗って駆けるという事で、「走

」も走り回るですから、この食材は天地万物の

恵と、ここに至るまでの多くの人の苦労によっ

てここにあることを感謝しなさいという事であ

ります。

　この6つの言葉「ありがとう」「おかげさま

」「すみません」そして「もったいない」「い

ただきます」「ご馳走さま」という言葉のあり

がたさを素直に受け入れられるようにしていき

たいですし、丸川様の様な方々の「おかげさま

」の力によって生きていけるという感謝の念を

持ち続けたいと思い、会長挨拶とさせて頂きま

す。本日の例会も宜しくお願い致します。

元浦和警察署長　丸川國俊様

　私は警察を辞めてか

ら随分経つのですが、

やはり今でも制約がご

ざいます。まず、個人

情報保護法と職務上知

り得た情報を漏らさな

いようにしなければなりません。本日、皆さまに

お話出来ることは限りがあると思いますが、全力

を挙げてお話させて頂きたいと思います。

ご紹介にもありました通り私は山形県の米沢市出

身でございます。18歳まで山形で過ごしその後警

察官になりました。何故、山形の人が埼玉県警察

に来たのかといいますと、地元の警察では試験に

受ける事が出来ませんでした。受ける前からやは

り身長の関係がありまして私は163cmです。山形

で警察官になる条件に身長165cm必要だったため

受けられませんでした。

　私もほとほと困り警視庁に応募してみようと思

ったのですが、両親が警視庁は危ないから止めた

方がいいのではないかと反対されました。そして

どうしようと考えていた時に埼玉県警察を受けて

みようと思い面接に行きました。面接官は何故埼

玉を選んだのかと志望動機を聞かれ私はその時は

将来性があるそしてこれから伸びる県だと言いま

した。

　警察官になってまず1年間は警察学校の寮に入

りました。夏は暖房、冬は冷房という環境で私は

過ごしました。十畳、二十畳の部屋に12、3人が1

年間生活していました。現在の寮は全て個室で大

卒は6ヶ月間、高卒は10ヶ月となっております。

警察官は頭が良く、体も丈夫でも色んな要素がご

ざいます。法学から始まる憲法、それから実務、

最後に武道です。私も柔道は講道館三段までいき

AGEO ROTARY CLUB

ました。

　当時はあまり世相が悪く刃物を持った人に襲

われるという事があって、私は剣道を初め初段

をとりその他拳銃の訓練、救命法、逮捕術を学

びました。

　今の教育で言えば知育・徳育・体育の3つが

揃わないと駄目でした。私の時は96名入校して

卒業まで残ったのが63名で途中退職したのが22

名そして、死亡した人が9名いました。そのう

ち1名が殉職しました。夫婦喧嘩で夫が刃物を

振り回して時に刃物が刺さり亡くなりました。

今でも毎年、慰霊祭があり私も参加しておりま

す。本日、ここに来る前にさがみ典礼にて私の

先輩が亡くなったと聞いて行ってきたのですが

、これだけ早死するということは激務なのかな

と思ったりします。

　昭和38年に拝命してから昭和56年に警察大学

校を卒業しました。警察大学校というのは中野

にございます。北は北海道、南は九州、沖縄か

ら署長候補という前提で入校します。

警察大学校卒業後、私は警察庁に勤務すること

になり色々と学ばせて頂きました。当時、警察

職員の信条という物を作りました。

　駅前交番に赴任した時に、月遅れの休みが取

れて田舎に帰ったときすぐ帰ってこいという電

話が田舎に到着する前にかかっていました。何

故かという私の勤務している駅前交番の管轄で

殺人事件が起きまして、とんぼ返りして操作に

捜査に従事しました。その後、鑑識係に回され

ました。鑑識係と言いますと良いイメージをも

たれるかと思いますが、実際のところ死体の処

理ばかりで、とても辛かったです。

　警察の仕事は警察法第二条に載っているので

すが、個人の生命、身体、財産の保護、犯罪の

予防、検挙、鎮圧、捜査、被疑者の逮捕、交通

の取締、公共の安全と秩序の維持とあります。

私は「検挙に勝る防犯無し」と教わりました。

何事にも捕まえないことには始まらないという

教えでした。学生も逮捕したこともあります。

中核派のリーダーで完全に黙秘でした。

　デモの先頭に立ち機動隊に向けて石ころを投

げているところを公務執行妨害で私が逮捕しま

した。

　手錠をかけたのですが、暴れに暴れてそして

リーダーが捕まった事を知ったメンバーが取り

返しにきて大変だったのですが、応援が来てな

んとか乗り越えることが出来ました。

話は変わりますが、埼玉県の警察官は何名いる

のかといいますと現在は1万1208名です。全国

では39万名ほどいます。今年の増員は833名を

予定にしており内79名が埼玉県で勤務となりま

す。

　今はペアを組んで勤務をしている事が多いで

すが私の若い頃は1人で勤務することが多かっ

たです。24時間勤務を泊まり明け3回やって1日

休みという形でした。もし、管内で泥棒でもあ

れば休みでもすぐ駆けつけなければいけません。

ですから今の警察官の方は恵まれているのかな

と思います。交番も今は冷暖完備ですが、昔は

ます最初に冷暖完備になったのは留置所でした。

　次に、階級章のお話をさせて頂きます。この

見方は若干難しいのですが、巡査長とか警察庁

長官というのは階級にはございません。警察法

の第六十二条で階級は9階級までしかありませ

ん。本日の資料にて詳しくは記載されておりま

すので、是非そちらの方をご参照ください。

そして、管内の治安情勢についてですが、昨年

の被害届が出されているのは10万6230件です。

　一昨年よりも6.5%減少しております。ここの

数年では減少傾向です。全国的に警察官一人当

たりにしますと一昨年になりますが、10.22件

で全国2位です。平均は6.71件なので非常に埼

玉の警察官は高負担だと言えます。刑法犯の検

挙件数ですが、これは警察官一人当たりの負担

にしますと2.77件くらいになり全国では8位と

なっております。

　重要犯罪ではここでいう重要犯罪というのは

殺人、強盗、放火、強姦、誘拐の事を指します

。重要犯罪に関する検挙率は全国で第1位でご

ざいます。


